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なが と



　基本計画策定に要する事業費の内訳は。

　案内表示設置関連として１５０万円。また、

　トイレの過不足に関する状況把握、その対策

として考える店舗トイレの貸し出し強化やトイレの

新設の検討に加え、既存トイレ等への案内表示に関

する改善強化、観光客をはじめ地元住民や事業者の

意見等を踏まえ、その方針を基本計画として策定す

る計画策定業務３５０万円となっている。

　計画策定業務の内容と目的は何か。

　満足度の高い温泉街の実現に向けた観光客向

　けのトイレに関する検討会を開催し議論を重

ね、地元住民や事業者からトイレの過不足に関する

現状把握やその対策等、様々な意見を踏まえた方針

を基本計画として策定するとともに、周辺環境の整

備を行うものである。その結果として観光客にとっ

て満足度の高い温泉街の実現、にっぽんの温泉 100

選ランキングトップ 10 入りの目標達成を目指して

いる。

修正案を賛成多数で可決

問

答

　案内表示設置業務に係る財源に長門市長門湯

　本温泉みらい振興基金を活用しない理由は。

　8 月に要望書を受け、行政主導のもとに「満

　足度の高い温泉街の実現に向けた観光客向け

のトイレに関する検討会」を設置し検討を始めてお

り、観光客をはじめ地元住民や事業者の意見を踏ま

えた事業を行政主導で実施することから、基金を活

用せず一般財源としている。

問

答
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議案第１号▼令和３年度長門市一般会計補正予算（第７号）

長門湯本温泉周辺環境施設整備事業
基本計画策定業務５００万円を削除

予
算
決
算

委
員
会

　12 月定例会は 12 月 3 日（金）から 23 日（木）までの 21 日間の会期で開き、総額７億 2,624 万

6 千円の一般会計補正予算（第 7 号）を修正し、1 億 9,012 万 6 千円の一般会計補正予算（第 8 号）、

その他の議案を原案のとおり可決しました。令和３年度長門市一般会計補正予算（第７号）の審査に

おいて、予算決算委員会では補正予算の一部修正案が提出されるなど活発な審査となりました。さらに、

修正可決された補正予算に対する附帯決議案が提出され、全会一致で可決しました。

問

答

　

案
内
表
示
設
置
業
務
の
予
算
に
つ
い
て

は
、
現
在
ト
イ
レ
の
場
所
が
わ
か
り
づ
ら
い

等
の
不
便
を
生
じ
て
お
り
、
緊
急
的
に
改
善

す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
計
画
策
定
業
務
委
託

に
係
る
予
算
に
つ
い
て
は
、
新
設
ト
イ
レ

の
設
置
に
関
し
て
地
元
自
治
会
や
事
業
者
、

行
政
で
合
意
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、

こ
う
し
た
溝
を
解
消
す
る
た
め
に
行
政
が

解
決
方
法
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

修
正
案
に
賛
成
す
る
意
見

　

公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
は
行
政

の
責
任
に
よ
り
判
断
す
る
時
期
に
な
っ
て

い
る
。
基
本
計
画
を
策
定
せ
ず
と
も
決
断
す

べ
き
で
あ
り
、
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
の
是
非

を
問
う
基
本
計
画
の
必
要
性
は
感
じ
な
い
。

さ
ら
に
案
内
表
示
設
置
業
務
に
要
す
る
費

用
に
関
し
て
は
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
財
源

と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
り
、
自
主
財
源
と

し
て
い
る
こ
と
に
疑
問
が
残
る
。

附 帯 決 議
　

本
市
を
訪
れ
る
観
光
客
へ
の
良

質
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
、
観

光
客
の
満
足
度
を
損
な
わ
な
い
新

た
な
ト
イ
レ
や
案
内
看
板
の
設
置

は
必
要
で
あ
る
。
設
置
及
び
維
持

の
た
め
の
予
算
措
置
に
つ
い
て
早

急
に
検
討
し
結
論
を
出
す
こ
と
。

修
正
案
に
反
対
す
る
意
見



じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
に

修
繕
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
修
繕
工

事
に
係
る
工
事
費
の
算

出
根
拠
は
。

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
解
体

費
用
と
し
て
１
５
万
３

８
０
０
円
、
材
料
費
、
工
賃
と

し
て
４
４
５
万
７
０
０
０
円
、

廃
材
の
処
分
費
と
し
て
７
万

円
、
諸
経
費
等
と
し
て
８
８
万

９
２
０
０
円
、
消
費
税
と
し
て

５
５
万
７
０
０
０
円
と
な
っ
て

い
る
。工

事
の
実
施
時
期
は
。

年
明
け
か
ら
閑
散
期
を

利
用
し
て
工
事
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

に
限
ら
れ
利
用
可
能
な
事
業
者

も
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、
給
付

対
象
者
に
は
利
用
し
に
く
い
も

の
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、

追
加
分
も
現
金
給
付
と
し
た
。

給
付
対
象
者
の
人
数
及
び

周
知
方
法
は
。

給
付
対
象
者
は
３
８
０
０

人
と
見
込
み
予
算
計
上
し

て
い
る
。
給
付
金
額
の
変
更
等
に

係
る
通
知
文
に
つ
い
て
は
、
本
日

（
12
月
20
日
）
可
決
さ
れ
れ
ば
本

日
ま
た
は
明
日
中
に
は
発
送
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
金
10
万
円
を
一
括
給
付
に

議
案
第
15
号
▼
令
和
３
年
度
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
子

育
て
世
帯
を
支
援
す
る
観
点
か

ら
、
令
和
３
年
度
末
に
お
い
て
18

歳
以
下
（
配
偶
者
を
有
し
て
い
る

者
を
除
く
）
の
子
ど
も
の
い
る
世

帯
に
対
し
給
付
す
る
臨
時
特
別

給
付
金
に
つ
い
て
、
先
行
給
付
分

と
あ
わ
せ
て
現
金
10
万
円
を
一

括
給
付
す
る
も
の
で
す
。

先
行
給
付
の
５
万
円
と
あ

わ
せ
て
現
金
10
万
円
を
一

括
給
付
と
し
た
理
由
は
何
か
。

追
加
の
給
付
に
つ
い
て
は

子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
と

し
て
ク
ー
ポ
ン
券
よ
り
現
金
給

付
で
あ
る
と
考
え
た
。
追
加
分

は
令
和
４
年
春
の
卒
業
・
入
学
・

新
学
期
に
向
け
た
支
援
と
な
っ

て
い
る
が
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
場

合
、
早
く
て
も
３
月
下
旬
の
給
付

開
始
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
時

期
を
逸
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
ク
ー
ポ
ン
券
選
択
に
よ
る

地
元
商
品
券
を
発
行
し
た
場
合
、

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

問

問

答

答

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業　

１
億
９
千
万
円
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
一

つ
で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
、
２
回
目
接
種
終
了
後
、

概
ね
８
カ
月
以
上
経
過
し
た

者
を
対
象
と
し
て
１
回
の
追
加

接
種
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
３
回
目
の
接
種
を
実
施
す

る
も
の
で
す
。

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
及
び
接
種
会
場
に
つ
い
て

問
う
。ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
現
在
医
療
従
事
者

の
接
種
が
始
ま
っ
て
お
り
、
高

齢
者
を
は
じ
め
と
し
た
接
種
対

象
者
に
は
、
12
月
下
旬
か
ら
接

種
券
を
順
次
送
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
接
種
に
つ
い
て
は
、
２

月
か
ら
市
内
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
や
集
団
会
場
で
の
接
種

を
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、
接

種
会
場
に
つ
い
て
は
１
回
目
、

２
回
目
の
会
場
を
基
本
と
し
て

い
る
。

　

全
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
す
る
緊
急
事
態

宣
言
及
び
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
が
解
除
さ
れ
、
経
済
活
動

の
再
開
と
と
も
に
、
年
末
年
始

の
需
要
の
大
幅
な
回
復
・
拡
大

の
機
会
を
と
ら
え
、
本
市
か
ら

都
市
部
へ
の
出
荷
量
を
増
加
さ

せ
、
水
産
業
全
体
の
経
営
維
持
・

回
復
を
図
る
た
め
に
緊
急
的
な

支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

出
漁
増
加
分
に
対
す
る

経
費
の
補
助
で
あ
る
が
、

事
業
の
対
象
と
な
る
期
間
に
つ

い
て
問
う
。

漁
協
と
も
協
議
し
た
結

果
、
本
年
11
月
か
ら
来
年

２
月
ま
で
の
４
カ
月
間
と
考
え

て
い
る
。

３
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
実
施
へ

漁
業
者
へ
の
支
援
を

問答

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

　

８
６
６
６
万
円

答
漁
業
者
経
営
回
復
緊
急

支
援
事
業　

１
５
４
５
万
円

　

木
育
推
進
拠
点
施
設
「
長
門

お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
の
海
側
の

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
が
腐
食
し
、
利

用
者
の
安
全
確
保
に
支
障
が
生

木
育
推
進
事
業   

６
１
２
万
円

問答

長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
修
繕
工
事

問答
修
正
案
と
は

附
帯
決
議
と
は

予
算
や
条
例
な
ど
議
案
に
つ

い
て
一
部
ま
た
は
全
部
を
改

め
直
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

審
議
の
対
象
と
な
っ
た
案
件

に
つ
い
て
、
執
行
上
の
要
望

や
執
行
に
あ
た
っ
て
の
希
望

条
件
等
を
意
思
と
し
て
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

議
会
ひ
と
く
ち
メ
モ



▲

議案第 10号　長門湯本温泉駐車場の指定管理者の指定について

長門湯本温泉まち株式会社を指定

総務民生

委員会

指定管理者の共同代表である 2 人が長門湯本温泉

まち株式会社の役員でもあること。また、駐車場

をより発展させたいとの意思を持ち応募されたこ

とや、これまでの実績を評価している」との答弁

がありました。 

　討論では、委員から「住民や執行部との信頼関

係に疑義があることから指定管理者として適任で

なく、また納付金制度・指定期間についても疑義

がある」との原案に反対する意見、さらに「マス

タープランの目的でもある湯本温泉の面的再生を

目指す中において、湯本に思いのある方が代表を

務めている団体を指定管理者とすることは適して

いる」との原案に賛成する意見がありました。

文教産業

委員会

質疑があり、執行部から「合併以来、手数料の額

を据え置いていたが、その間の物価の上昇や県内

各市の状況を踏まえ、平成 30 年度に改正に向け

て調査検討を開始していた。その後コロナ禍など

の社会情勢を考慮し、令和 2 年度中の改正を見送

り、この度令和 4 年 7 月 1 日を施行日とする議案

を提出することとした」との答弁がありました。

　この議案は、長門市証明等手数料条例で規定す

る手数料のうち、法令で定められているもの及び

県下で料金が統一されているものを除いた手数料

について、新たな基準による算定と適正な料金設

定を行うことから、所要の改正を行うものです。

　委員会の審査では委員から「証明等手数料の見

直しに係る改正をこの時期に行う理由」について

▲

議案第 4号　長門市証明等手数料条例の一部を改正する条例

長門市証明等手数料の改正

議案番号 件　　　　名 結果

8 長門市ケーブルテレビ放送施設の指定管理者の指定について 原案可決

9 仙崎地区交流拠点施設の指定管理者の指定について 原案可決

10 長門湯本温泉駐車場の指定管理者の指定について 原案可決

11 金子みすゞ記念館の指定管理者の指定について 原案可決

12 香月泰男美術館の指定管理者の指定について 原案可決

13 長門市仙崎公民館の指定管理者の指定について 原案可決

14 長門市過疎地域持続的発展計画の策定について 原案可決

15 令和 3年度長門市一般会計補正予算 (第 8号 ) 原案可決

■１２月定例会議決結果

議案番号 件　　　　名 結果

1 令和 3 年度長門市一般会計補正予算（第 7 号） 修正可決

2 令和３年度長門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

3
長門市過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置
法の適用に伴う固定資産税の課税免除に関する条例

原案可決

4 長門市証明等手数料条例の一部を改正する条例 原案可決

5 長門市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決

6 長門市企業立地促進条例の一部を改正する条例 原案可決

7 長門市宅地造成等に関する条例を廃止する条例 原案可決
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　この議案は、長門湯本温泉駐車場の運営、設置

目的に即し必要となる事業の実施等を行う指定管

理者を指定するものです。

　委員会の審査では委員から「納付金の提案内容」

について質疑があり、執行部から「指定管理料と

同額までの収益については全額納付であるが、指

定管理料以上の収益について、150 万円までは

30%、150 万円から 300 万円までは 15％納付と

する提案があった。また、別途 150 万円を超える

15％についてはマーケティングのための財源とす

る計画である」との答弁がありました。 

　次に、委員から「長門湯本温泉まち株式会社に

対する評価」について質疑があり、執行部から「現

付託議案番号　（第２号、３号、４号、５号、８号、１４号）

付託議案番号（第６号、７号、９号、１０号、１１号、１２号、１３号）
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一般質問

市
民
の
要
望
や
苦
情
に
対
す
る

取
り
組
み
は

市
に
は
多
く
の
要
望
や
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の

対
応
と
し
て
ど
の
よ
う
な
指
示
を
行
い

実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

書
面
に
よ
る
要
望
は
担
当
課
が
受

付
け
、
市
長
が
確
認
後
、
関
係
部

署
に
つ
な
い
で
い
る
。
ま
た
、「
市
長
へ

の
提
言
箱
」
や
電
話
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
も
の
は
内
容
に
応
じ
各
部
署

に
取
り
次
ぎ
、
支
所
・
出
張
所
は
地
域

に
最
も
身
近
な
行
政
窓
口
と
し
て
、
各

支
所
長
等
に
主
体
的
な
判
断
を
委
ね
即

応
さ
せ
て
い
る
。

市
民
の
中
に
は
要
望
書
の
作
成
な

ど
に
不
慣
れ
な
人
も
い
る
。
国
や

県
へ
要
望
書
を
提
出
し
や
す
い
仕
組
み

や
記
入
の
手
助
け
は
で
き
な
い
か
。

ま
ず
要
望
さ
れ
る
皆
様
で
し
っ
か

り
検
討
さ
れ
、
内
容
を
取
り
ま
と

め
、
そ
の
上
で
要
望
書
を
作
り
上
げ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員
が
対
応
で
き

▼要望により整備されたカーブミラー

問答答 問

　一般質問は市政に関して議員が質問を行い、新たな施策

の提案や、市政に対しての意見や要望を述べ、市政をより

良い方向へ導くものです。

　12 月定例会では 12 月 7 日、8 日に 13 人の議員が一般質

問を行いました。

る
範
囲
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

要
望
に
対
し
て
「
で
き
る
、
で
き

な
い
」
や
そ
の
理
由
な
ど
、
行

き
違
い
が
生
じ
な
い
よ
う
納
得
の
い
く

説
明
を
市
民
に
対
し
行
う
べ
き
だ
と
思

う
。
そ
の
た
め
に
市
で
は
職
員
に
研
修

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
た
が
、
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

聞
く
力
、
傾
聴
力
に
ポ
イ
ン
ト
を

置
き
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
修
」
と
「
お
も
て
な
し
向
上
研
修
」

を
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
迅
速
丁
寧

な
対
応
を
評
価
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る

が
、
厳
し
い
意
見
も
あ
り
、
継
続
的
に

研
修
を
行
い
職
員
の
人
材
育
成
に
努
め

て
い
く
。
今
後
も
丁
寧
に
対
応
し
、
市

民
が
主
役
、
市
民
目
線
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
た
い
。

答 問

西村 良一
議員
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H
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N

A
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A
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H
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Y
A

　ひさなが信也
議員

を
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
作

成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
公
園
の
あ
り
方
を
考

え
る
際
に
、
時
代
や
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
新
し
い
遊
具
の
導
入
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。
例
え
ば
萩
市
に
あ
る「
オ

ム
ツ
型
ブ
ラ
ン
コ
」
な
ど
は
大
変
人
気

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
利
用

頻
度
の
少
な
い
児
童
公
園
に
つ
い
て
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
な
ど
新
た
な
活

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

遊
具
に
つ
い
て
は
子
ど
も
達
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
が
必
要
で

あ
り
、
安
全
性
等
を
考
慮
し
、
設
置
に

つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

公
園
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

長門市議会だより　2022.2.1

一般質問

時
代
や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

公
園
の
活
用
を

市
内
の
公
園
40
カ
所
に
つ
い
て

は
、
各
公
園
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
役
割
を
し
っ
か

り
と
果
た
せ
て
い
る
の
か
、
基
本
的
な

認
識
を
問
う
。

公
園
の
役
割
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
、
全
体
的
に
は
多
く
の
公
園

で
役
割
を
果
た
せ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
が
、
児
童
公
園
に
つ
い
て
は
十
分
に

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

チ
ェ
ッ
ク
不
足
に
よ
り
役
割
を
果

た
せ
て
い
な
い
公
園
が
見
受
け
ら

れ
る
。
ま
た
、
公
園
の
管
理
は
複
数
の

部
署
が
行
っ
て
お
り
、効
率
的
な
チ
ェ
ッ

ク
体
制
と
な
っ
て
い
な
い
。
公
園
の
あ

り
方
そ
の
も
の
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
統
一

的
な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
は
な
い
か
。

公
園
の
あ
り
方
や
役
割
を
果
た

し
て
い
る
か
、
全
庁
的
な
視
点

に
立
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。
統
一
的
な
指
針
や
検
証

問

問

答

答▼設置を提案した「オムツ型ブランコ」

6

水
産
業
振
興
計
画
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
展
開
は

長
門
市
水
産
業
振
興
計
画
の
策
定

か
ら
約
３
年
が
経
過
し
た
が
、
水

産
業
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

昨
今
の
海
洋
環
境
の
変
化
に
よ
る

漁
獲
量
の
減
少
や
担
い
手
不
足
、

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
需
要
の
低
迷
や
燃
油
の
高
騰
に
よ

り
、
平
成
30
年
度
と
の
比
較
で
は
漁
協

正
組
合
員
数
は
18
％
減
の
４
９
２
名
、

漁
獲
量
は
30
％
減
の
３
６
３
０
ト
ン
、

漁
獲
高
も
28
％
減
の
約
17
億
円
と
な
っ

て
お
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。こ

の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の
対

策
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

「
漁
業
就
業
者
の
確
保
・
育
成
」、

「
豊
か
な
漁
場
づ
く
り
」、「
地
産

外
消
の
推
進
」
の
３
つ
の
重
要
施
策
の

さ
ら
な
る
推
進
及
び
「
安
定
し
た
漁
獲

量
が
期
待
で
き
る
定
置
網
漁
業
の
推

進
」、「
民
間
企
業
と
連
携
し
た
養
殖
漁

▼仙崎地方卸売市場初競りの様子

問答答 問

業
等
の
推
進
」
に
よ
る
漁
穫
量
拡
大
に

向
け
た
抜
本
的
な
水
産
振
興
策
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
抜
く
足
腰
の
強
い
水
産
業
の
実
現

と
、
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
次
代
の

担
い
手
が
誇
り
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る

水
産
の
ま
ち
・
長
門
の
実
現
に
向
け
て

邁
進
し
た
い
。

担
い
手
確
保
を
は
じ
め
、
長
門
市

へ
の
市
外
・
県
外
か
ら
の
移
住
・

定
住
も
含
め
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
１

次
産
業
の
み
の
問
題
で
は
な
く
、

産
業
全
体
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
市
内
関
係
団
体
・
市
役

所
関
係
各
課
で
問
題
に
対
応
す
る
た
め

の
各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

答 問

中平 裕二
議員
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答 問



一般質問

風
力
発
電
は
市
民
の

生
活
を
ま
も
る
観
点
で

島
根
県
浜
田
市
の
風
車
は
天
井
山

に
設
置
予
定
の
風
車
よ
り
小
さ
い

も
の
の
、
６
㎞
離
れ
て
い
て
も
「
う
る

さ
い
」
と
環
境
審
議
会
議
事
録
に
記
述

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
隅
や
湯
本
地
区

の
畜
産
業
や
観
光
業
に
影
響
を
与
え
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。

　

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
市
長
意
見

で
は
、
地
域
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
場
合
に
は
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
権
現

山
周
辺
は
事
業
対
象
か
ら
の
除
外
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
風
車
の

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
市
長
の
見

解
と
判
断
の
時
期
を
問
う
。

ま
ず
は
事
業
者
に
よ
り
、
地
元
住

民
の
理
解
と
同
意
を
得
る
こ
と
が

大
前
提
と
考
え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

地
元
住
民
の
意
見
を
尊
重
す
る
中
で
適

時
適
切
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

権
現
山
の
市
有
林
に
観
測
塔
が
設

置
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
必
要
な
手

続
き
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

事
業
者
と
普
通
財
産
貸
付
契
約
を

交
わ
し
、
立
木
の
伐
採
や
保
安
林

等
に
関
す
る
届
出
が
必
要
に
な
る
が
、

現
時
点
で
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

文
化
財
等
の
保
存
・
継
承
は

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
等
市
内
４
館

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化
財
等
の

保
存
・
継
承
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

長
門
市
文
化
振
興
財
団
・
教
育
委

員
会
・
市
が
連
携
し
次
の
世
代
に

引
き
継
げ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

文
化
財
保
護
に
関
し
て
専
門
的
知
識
を

有
す
る
学
芸
員
に
つ
い
て
も
情
報
交
換

の
場
を
設
け
連
携
を
図
り
、
よ
り
一
層

文
化
財
等
の
保
存
・
継
承
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問

問 答▼風力発電建設予定地の天井山 答
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米弥 又由
議員
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孤
立
を
防
ぐ
た
め
の

高
齢
者
へ
の
支
援
は

コ
ロ
ナ
禍
で
、
社
会
的
孤
立
や
生

活
困
窮
に
陥
る
人
が
増
加
し
、
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
に

お
け
る
高
齢
者
単
独
世
帯
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
の
高
齢
者
単
独
世
帯
は
、
令

和
元
年
５
月
現
在
、
３
２
２
６
世

帯
、
世
帯
全
体
の
20
％
と
な
っ
て
お
り
、

増
加
傾
向
に
あ
る
。
課
題
は
、
社
会
的

孤
立
が
生
じ
や
す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
介
護
予
防
事
業
な
ど

様
々
な
施
策
を
通
じ
て
孤
立
予
防
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

高
齢
者
が
社
会
的
孤
立
を
し
な
い

よ
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充

実
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
見
守
り

シ
ス
テ
ム
、
新
た
な
居
場
所
づ
く
り
な

ど
、
対
応
策
を
行
う
こ
と
が
急
務
と
思

う
が
、
現
在
の
対
応
策
を
尋
ね
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て

は
、
自
治
会
活
動
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
等
が
あ
る
。
見
守

り
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、「
ま
め
か
い
ね

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
の
ほ
か
、
緊
急

事
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
「
地
域
見
守

り
体
制
整
備
事
業
」
や
「
食
の
自
立
支

援
事
業
」
等
を
行
っ
て
い
る
。

高
齢
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に

受
け
る
に
は
、
関
係
機
関
と
連
携

し
た
支
援
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
人
材
確
保
や
育

成
が
求
め
ら
れ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

市
内
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
利
用
し

人
材
確
保
の
機
会
を
設
け
、
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
事
業
者
へ
問
題
解
決

の
相
談
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。
業
務

効
率
化
を
目
指
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
を
図
っ
て
い
く
。

▼高齢者のふれあい・いきいきサロン 答 問

答 問 答 問
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議員

答問
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江原 健二
議員

8

市
民
か
ら
の
情
報
提
供
は
、
年
間

２
５
０
件
程
度
で
あ
る
。

道
路
の
異
常
を
発
見
し
た
場
合
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

市
民
か
ら
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場

合
は
、
直
ち
に
道
路
異
常
を
確
認

し
、
小
規
模
な
も
の
は
道
路
作
業
員
が

補
修
を
行
い
、
規
模
の
大
き
い
も
の
は

安
全
対
策
を
施
し
、
請
負
業
者
が
対
応

し
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
利
用
し
た
市
民
か

ら
の
情
報
提
供
の
仕
組
み
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

今
後
、
先
進
事
例
の
調
査
や
課
題

整
理
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
導
入
の

可
能
性
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
た
い
。

道
路
・
橋
梁
の
老
朽
化
対
策
は

道
路
や
橋
梁
の
老
朽
化
対
策
・
維

持
管
理
は
重
要
な
課
題
の
一
つ
と

認
識
し
て
い
る
が
、
今
後
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

路
線
の
交
通
量
や
緊
急
輸
送
道

路
、
あ
る
い
は
通
学
路
な
ど
道
路

の
特
性
を
考
慮
し
て
、
修
繕
等
が
必
要

な
路
線
の
選
定
を
行
い
、
区
画
線
を
含

め
た
舗
装
の
全
面
的
な
打
ち
替
え
等
を

計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

長
門
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

本
市
の
橋
梁
は
、
対
象
の
４
９
０

橋
の
点
検
を
終
え
、
長
寿
命
化
修

繕
の
38
橋
を
抽
出
し
長
寿
命
化
を
進
め

て
い
る
。
進
捗
率
は
現
在
36
％
と
な
っ

て
い
る
。

道
路
の
舗
装
の
破
損
や
消
え
か

か
っ
て
い
る
区
画
線
に
関
す
る
通

報
の
件
数
を
尋
ね
る
。

答

▼中央線が消えかかっている道路

問

問答
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I重廣 正美
議員

よ
り
、
一
定
の
区
域
内
の
土
地
及
び
家

屋
に
つ
い
て
資
産
価
値
の
上
昇
を
伴
う

受
益
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
条
例
を
制
定

し
、
事
業
推
進
に
必
要
な
財
源
と
し
て

公
共
下
水
道
建
設
事
業
並
び
に
地
方
債

償
還
金
に
充
て
て
い
る
。

都
市
計
画
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る

市
民
は
、
他
の
地
域
に
比
べ
て
不

公
平
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
前
市
長
、

前
々
市
長
は
廃
止
を
含
め
た
検
討
を
さ

れ
４
分
の
１
ま
で
減
税
さ
れ
た
が
、
市

長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

現
時
点
に
お
い
て
、
本
年
度
に
施

行
さ
れ
た
新
し
い
過
疎
法
で
も
本

市
が
過
疎
指
定
を
受
け
て
い
る
中
、
新

規
都
市
計
画
事
業
の
予
定
も
な
い
こ
と

か
ら
、
都
市
計
画
税
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
考
え
る
。

都
市
計
画
税
の
廃
止
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か

都
市
計
画
税
は
、
街
路
や
公
園
、

下
水
道
な
ど
、
都
市
の
社
会
資
本

を
整
備
す
る
た
め
の
都
市
計
画
事
業
や

土
地
区
画
整
理
事
業
に
要
す
る
経
費
に

充
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
地

区
に
の
み
課
税
さ
れ
て
い
る
目
的
税
で

あ
る
が
、
今
後
、
市
と
し
て
都
市
計
画

事
業
の
計
画
が
あ
る
の
か
伺
う
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
新
規
の
都
市
計

画
事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
を

実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

目
的
の
一
つ
で
あ
る
都
市
計
画
事

業
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
中
、
都

市
計
画
税
は
公
共
下
水
道
建
設
事
業
並

び
に
地
方
債
償
還
金
に
の
み
充
当
さ
れ

て
お
り
、
公
共
料
金
で
あ
る
上
下
水
道

料
金
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
見
解
を

伺
う
。本

市
で
は
、
都
市
の
利
便
性
、
都

市
機
能
の
向
上
を
図
る
た
め
に
必

要
な
社
会
資
本
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
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上
下
水
道
事
業
の今

後
の
展
開
は

市
民
が
日
常
生
活
を
送
る
上
で
必

要
不
可
欠
な
水
の
供
給
、
汚
水
の

処
理
は
地
方
自
治
体
が
将
来
に
わ
た
り

責
任
を
持
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
極
め
て
重
要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
が
、
近
年
の
人
口
減
少
や
、
老
朽
化

し
た
管
路
の
更
新
な
ど
課
題
は
山
積
し

て
い
る
。
中
山
間
地
域
を
抱
え
人
口
密

度
の
低
い
本
市
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら

の
上
下
水
道
事
業
の
見
解
を
問
う
。

上
下
水
道
事
業
は
市
民
生
活
に
必

要
不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し

て
、
安
定
し
た
事
業
継
続
が
求
め
ら
れ

る
。
昨
年
度
末
、
今
後
10
年
間
を
見
通

し
た
経
営
戦
略
を
策
定
し
た
が
、
人
口

減
少
に
伴
う
料
金
等
の
収
入
減
少
、
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
費
用
の
増
大

な
ど
ま
す
ま
す
厳
し
い
経
営
環
境
が
想

定
さ
れ
る
。
将
来
を
見
据
え
、
さ
ら
な

る
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

水
道
料
金
の
改
定
を
視
野
に
、
審

議
会
に
諮
問
さ
れ
て
い
る
と
聞
く

問

▼老朽化した管路の修繕 が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

事
業
経
営
の
根
幹
を
な
す
料
金
収

入
の
確
保
は
、
独
立
採
算
を
基
本

原
則
と
す
る
公
営
企
業
に
と
っ
て
は
避

け
て
は
通
れ
な
い
。利
用
者
目
線
に
立
っ

た
適
正
な
水
道
料
金
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
専
門
的
知
見
を
得
る
た
め
に
審
議

会
に
諮
問
し
て
い
る
。

両
事
業
と
も
に
一
般
会
計
か
ら
多

額
の
繰
入
金
に
よ
り
収
支
が
保
た

れ
て
い
る
。
事
業
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ

な
い
市
民
の
不
公
平
感
も
存
在
し
て
い

る
が
、
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

十
分
に
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
も
、
さ
ら
な
る
経
営
改
善
に

努
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
抑
制

を
図
っ
て
い
く
。

答
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救
急
搬
送
体
制
の

さ
ら
な
る
強
化
を

本
市
で
は
、
高
齢
者
数
の
増
加
に

よ
り
、
医
療
・
介
護
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
お
り
、
地
域
医
療
や
救
急
医

療
体
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

長
門
医
療
圏
域
は
医
師
数
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
今
後
の
救
急
医
療
の
体
制
・

運
営
が
不
安
視
さ
れ
て
い
る
。
救
急
搬

送
体
制
の
強
化
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
な
の
か
。

消
防
本
部
で
は
、
傷
病
者
を
一
刻

も
早
く
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
た

め
、
高
機
能
消
防
通
信
指
令
装
置
を
導

入
し
、
通
報
か
ら
出
動
ま
で
の
時
間
短

縮
を
図
る
と
と
も
に
、
救
急
隊
員
の
能

力
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
受
入
先
の

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
長
門
市

救
急
医
療
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
医

療
機
関
の
協
力
の
も
と
、
救
急
搬
送
体

制
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
要
望
が
特
に
強
い
循
環
器
内

科
や
脳
外
科
の
専
門
医
の
確
保
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
県
や
山
口
大
学
医
学

部
に
粘
り
強
く
要
請
し
て
い
く
。

洋
上
風
力
発
電
に

ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か

太
陽
光
や
風
力
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
・
普
及
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
現
在
、
民
間
事
業
者

の
提
案
に
よ
る
「
長
門
市
沖
浮
体
式
洋

上
風
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

再
エ
ネ
海
域
利
用
法
に
基
づ
き
、

漁
業
等
の
先
行
利
用
者
に
支
障
を

及
ぼ
さ
な
い
な
ど
の
要
件
に
適
合
し
た

区
域
を
促
進
区
域
に
指
定
し
、
最
大
30

年
間
、
海
域
の
占
用
許
可
を
事
業
者
に

与
え
て
事
業
が
実
施
さ
れ
る
も
の
だ
が
、

協
議
会
の
設
置
に
関
し
、
先
行
利
用
者

の
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、
県
か
ら
国
へ

の
情
報
提
供
に
向
け
、
市
は
協
力
を
し

て
い
く
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

▼高規格救急自動車
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連
携
・
協
働
に
お
い
て
、
何
が
一
番
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

市
社
協
は
、
と
も
に
地
域
福
祉
を

推
進
す
る
上
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
り
、
よ
り
市
民
に
身
近
な
存
在
で
あ

る
。
連
携
・
協
働
に
お
い
て
大
切
な
事

は
「
信
頼
関
係
」
で
あ
る
。

現
在
策
定
中
の
第
４
次
地
域
福
祉

計
画
に
は
市
長
の
想
い
が
ど
の
程

度
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。
新
し
い

政
策
な
ど
は
考
え
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
人
が
接
す
る
機
会
が

減
り
、
地
域
の
関
係
が
さ
ら
に
希

薄
と
な
る
中
で
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

取
り
戻
す
取
り
組
み
と
、
災
害
時
の
要

配
慮
者
の
支
援
体
制
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

長
門
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
き
、
通
学
路
に
関
係

す
る
機
関
・
部
署
・
団
体
の
連
携
体
制

を
構
築
し
、
計
画
的
・
継
続
的
な
安
全

対
策
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
な
通
学
路

を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。

遠
距
離
等
通
学
の
安
全
確
保
に
対

し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用
や

バ
ス
定
期
代
補
助
等
の
見
解
は
ど
う
か
。

一
律
的
な
運
用
拡
大
は
考
え
て
い

な
い
が
、
諸
条
件
に
よ
り
客
観
的

に
通
学
環
境
の
危
険
度
が
極
め
て
高
い

と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
保
護
者
や

学
校
等
か
ら
な
る
各
校
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
協
議
会
の
意
見
を
伺
い
、
市
教

育
委
員
会
の
責
任
に
お
い
て
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
利
用
の
可
否
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

置
き
勉
の
カ
ギ
は
児
童
生
徒
の

自
主
性
と
保
護
者
の
協
力

置
き
勉
推
進
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

通
学
時
の
疲
労
軽
減
・
成
長
段
階

の
体
へ
の
影
響
以
外
に
、
転
倒
し
た
際

の
ダ
メ
ー
ジ
の
軽
減
や
事
故
・
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
の
軽
減
が
考
え

ら
れ
る
。
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

現
時
点
で
は
、
荷
物
の
重
さ
に
つ

い
て
の
訴
え
は
報
告
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
中
学
校
で
自
分
達
の
携
行

品
に
つ
い
て
生
徒
総
会
で
話
し
合
い
、

ル
ー
ル
を
生
徒
自
身
が
つ
く
り
上
げ
た

と
い
う
事
例
が
あ
り
、
生
徒
自
ら
が
自

分
達
の
学
校
生
活
を
見
つ
め
改
善
す
る

姿
勢
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
も
の
と
考

え
る
。
今
後
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の

声
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
携
行
品

に
係
る
工
夫
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
く
。

「
命
を
守
る
」
登
下
校
の
安
全

通
学
路
の
安
全
に
関
す
る
市
の
責

務
に
つ
い
て
問
う
。

問答

▼狭い通学路
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真
の
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

第
３
次
地
域
福
祉
計
画
で
は
地
域

全
体
で
支
え
あ
う
体
制
づ
く
り
と

し
て
地
域
活
動
活
性
化
の
た
め
の
社
会

福
祉
協
議
会
の
機
能
強
化
が
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
平
成
12
年
の
社
会
福
祉

法
の
改
正
で
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
が

社
会
福
祉
の
理
念
と
し
て
規
定
さ
れ
る

と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域

福
祉
の
推
進
を
担
う
中
核
的
な
団
体
と

し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

地
域
福
祉
の
充
実
と
市
と
市
社
協
と
の

連
携
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

地
域
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
に
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
存
在
が
重
要

で
あ
る
。
市
と
市
社
協
が
共
通
認
識
の

も
と
協
働
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
社
協
が
地
域
福
祉
推
進
の
牽

引
的
な
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
、

運
営
費
の
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

市
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
位
置

付
け
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、ま
た
、

答
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一般質問

油
谷
地
区
小
さ
な
拠
点
づ
く
り

推
進
事
業
の
対
応
姿
勢
は

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

令
和
３
年
３
月
、
油
谷
地
区
全
体

が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
て
菱

海
地
域
を
中
心
に
拠
点
施
設
を
整
備
し
、

向
津
具
地
域
や
宇
津
賀
地
域
を
包
含
し

な
が
ら
暮
ら
し
の
質
を
上
げ
「
誰
ひ
と

り
取
り
残
さ
ず
“
い
ご
こ
ち
よ
く
”
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
「
油

谷
地
区
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
基
本
構
想
」

を
策
定
し
た
。

　

基
本
構
想
に
基
づ
き
、
油
谷
地
区
の

中
心
と
な
る
拠
点
づ
く
り
を
進
め
る「
基

本
計
画
」
策
定
の
た
め
、
自
治
会
、
福

祉
及
び
商
工
団
体
等
関
係
者
７
名
か
ら

な
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
。
委
員

会
で
は
各
施
設
の
現
状
及
び
課
題
に
係

る
資
料
、
油
谷
地
区
の
人
口
の
将
来
予

測
、
基
本
構
想
策
定
の
際
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意

見
、
さ
ら
に
は
水
防
法
の
改
正
に
伴
う

新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考
と
し
、

災
害
に
強
い
施
設
の
あ
り
方
な
ど
様
々

11

な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

基
本
計
画
策
定
な
ど
今
後
の
日
程

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

検
討
委
員
会
は
、
支
所
及
び
西
消

防
署
の
整
備
・
配
置
の
方
針
を
年

内
を
め
ど
に
取
り
ま
と
め
、
市
は
そ
の

報
告
を
も
と
に
最
終
的
な
基
本
計
画
を

決
定
し
事
業
を
進
め
て
い
く
。

最
終
的
な
基
本
計
画
の
決
定
前
に

地
元
自
治
会
等
と
の
意
見
交
換
の

場
を
設
け
る
意
向
は
あ
る
か
。

今
後
、
同
検
討
委
員
会
か
ら
の
報

告
を
も
と
に
市
で
協
議
検
討
を
す

る
こ
と
と
な
る
た
め
、
そ
の
中
で
地
元

自
治
会
の
方
々
と
話
を
す
る
場
を
設
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼ラポールゆやと油谷支所

問

問

答

未
来
農
業
創
造
事
業
の
推
進
は

農
林
水
産
省
は
昨
年
５
月
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策

定
し
た
。
市
も
同
月
「
長
門
市
未
来
農

業
創
造
協
議
会
」
を
設
立
し
た
が
、
協

議
会
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
伺
う
。

有
機
農
業
の
推
進
に
先
駆
け
て
楽

天
農
業
（
株
）
が
行
う
有
機
農
業

に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
利
活
用
事
業
を

取
り
入
れ
、
持
続
可
能
か
つ
生
産
性
向

上
を
目
指
す
成
長
産
業
に
す
べ
く
設
立

し
た
。
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
及
び
担

い
手
の
育
成
な
ど
諸
課
題
の
解
決
に
向

け
３
つ
の
専
門
部
会
を
設
置
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
若
者
が
参
入
し
や

す
い
産
業
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

労
働
生
産
性
を
高
め
「
稼
ぐ
力
」
を
持

つ
農
業
従
事
者
の
育
成
が
鍵
で
あ
る
。

今
後
、
有
機
農
業
の
推
進
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

農
薬
や
肥
料
の
使
用
量
低
減
と
有

機
農
業
に
よ
る
耕
地
面
積
の
拡
大

が
政
府
か
ら
も
示
さ
れ
て
い
る
中
、
楽

天
農
業
（
株
）
に
よ
る
事
業
と
あ
わ
せ

て
体
制
の
整
備
や
担
い
手
及
び
販
路
確

保
等
に
つ
い
て
関
係
団
体
と
連
携
し
、

若
者
が
働
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
持

続
可
能
な
産
業
に
押
し
上
げ
て
い
く
。

食
育
の
観
点
か
ら
も
子
ど
も
達
の

口
に
入
る
食
材
を
よ
り
安
全
で
安

心
な
物
と
す
る
た
め
、
有
機
野
菜
を
給

食
に
提
供
し
て
は
ど
う
か
。

多
様
な
食
材
を
給
食
で
使
用
す
る

こ
と
は
食
育
の
面
で
大
変
効
果
的

で
あ
り
、
安
全
安
心
な
給
食
や
地
産
地

消
率
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
も
条
件

が
整
え
ば
有
機
野
菜
を
活
用
し
た
い
。

子
ど
も
達
が
食
を
通
し
て
健
全
に
育
つ

よ
う
、
さ
ら
に
安
全
安
心
で
内
容
豊
か

な
給
食
提
供
に
努
め
た
い
。

問問 答答

答 問
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答

▼市内で栽培されている有機野菜

　

U
E

D
A

 K
E

IJI

上田 啓二
議員

　

M
A

T
S

U
O

K
A

 H
ID

E
K

I松岡 秀樹
議員

問答



　●予算決算委員会の主な質疑●

　令和２年度末の市債残高の状況は。

　市債残高は、前年度比６億 6,243 万 9,000

　円の減少であり、単年度決算を見れば健全

な状態へ向かっている。施策の均衡も配慮しながら、

持続可能な長門市であるために、今後とも財政健全

化の取り組みを進めていきたい。

　市税の収入未済額が、前年度比 7,121 万 6,00

　0 円、37.5％増加している理由と対策は。

　地方税法の改正があり、新型コロナウイルス

　感染症に係る徴収猶予の特例措置が実施され

たことによるもの。地方税法に基づく徴収猶予や減

免制度の適時適切な活用を図り、公正公平な債権管

理に取り組む。

　バス路線の効率的な運行は。

　バス・ＪＲ・タクシー・自転車など移動手段

　である交通資源の適正な配分が必要で、起終

　9 月定例会の最終日（10 月 1 日）に提案された令和 2 年度の各会計決算認定 5 議案は、議会
閉会中の継続審査として各常任員会に付託し、10月22日の第2回臨時会ですべて認定しました。
　なお、一般会計決算については予算決算委員会内に２つの分科会（総務民生・文教産業）を
設置し、それぞれ専門的な見地から歳入 486 項目、歳出 590 項目について審査を行いました。

第２回臨時会

厳しさを増す財政状況

問

問

答

答

12長門市議会だより　2022.2.1

監査委員の決算審査意見

　本市の財政構造は依然として硬直した

状況が続いている。住民の福祉の増進に

努め、最小の経費で最大の効果を挙げる

よう、引き続き市政改革に取り組み、弾

力的かつ持続可能な財政運営となるよう

求める。

点調査により市民の移動ニーズを把握し、利用需要

が少ない部分は、バス以外での配分やバス路線の減

便・廃止を考える。

　タクシーを使用しない障害者へのタクシーチ

　ケットに代わるガソリン代支給の可否は。

　協議はしてきたが、真に障害者のために使用

　されたかの確認が困難であり、公平なサービ

スとなる制度設計は難しく、ガソリン代の支給は行

わない。タクシー券については今後とも使いやすい

制度となるよう努めていく。

　学校給食センターの調理業務を民間委託とし

　た効果は。

　安全管理面等でかなり充実が図られ、事故例

　もなく衛生管理面における体制も充実強化さ

れた。

　危険空家等除却事業補助金の政策効果は。

　建築士と同行して行う現地での危険度判定が

　100 点を超える場合、かつ世帯の所得要件が

250 万円以下であれば補助対象となり、令和２年度

中において 11 件の実績があった。地域住民にとっ

て防災上の観点から効果があると考えている。

　光ファイバー網整備事業の財源内訳は。

　決算額は 13 億 5,865 万 360 円で、財源内訳は、

　国庫補助金４億 9,440 万 2,000 円、過疎債・

合併特例債８億 4,300 万円、一般財源 2,124 万 8,360

円となっている。

令和 2 年度一般会計　主な歳出（事業別）

　バス路線運行維持対策事業 165,392

　障害者福祉タクシー助成事業 12,335

　学校給食センター運営管理事業 218,623

　空き家対策事業 10,470

　光ファイバー網整備事業 1,358,651

一般会計決算を認定

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

（単位：千円）

▲学校給食センター調理の様子



滞
納
が
長
期
化
し
て
い
る

要
因
と
、
収
納
率
に
対
す

る
見
解
を
尋
ね
る
。

小
額
の
年
金
受
給
者
、
多

重
債
務
に
よ
る
生
活
困
窮

や
支
払
い
優
先
順
位
等
に
よ
る
も

の
が
主
な
要
因
と
考
え
る
。
収
納

率
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
は

前
年
度
と
比
較
し
て
大
幅
に
向
上

し
て
お
り
、
引
き
続
き
財
産
調
査

や
実
態
調
査
等
を
行
い
、
滞
納
者

の
支
払
い
能
力
を
見
極
め
な
が
ら

滞
納
整
理
を
推
進
し
た
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
の
相
談
件
数
及
び
内
容

を
尋
ね
る
。

医
療
に
関
す
る
相
談
が
２

３
２
件
、
介
護
４
５
４
件
、

生
活
支
援
６
０
９
件
、
介
護
予
防

９
６
件
、
住
ま
い
８
９
件
、
権
利

擁
護
２
３
件
、
そ
の
他
が
１
１
０

件
と
な
っ
て
お
り
、
相
談
件
数
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。

収
入
未
済
額
の
増
加
要
因

と
そ
の
対
応
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
も
の

で
あ
り
、
未
収
金
に
つ
い
て
は
臨

戸
訪
問
に
よ
り
回
収
に
努
め
る
。

保
険
給
付
費
が
令
和
元
年

度
に
比
べ
て
1.7
％
増
加
し

て
い
る
要
因
は
何
か
。

入
院
と
訪
問
看
護
に
か
か

る
療
養
給
付
費
３
５
０
０

万
円
と
高
額
療
養
費
２
８
０
０
万

円
が
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
た
め
で

あ
る
。

医
療
費
増
加
の
要
因
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
の
相
談
内
容
は

滞
納
が
長
期
化
す
る
要
因
は

未
収
金
へ
の
対
応
は

特別会計決算

４議案を認定

問

問

問

問

答

答

答

答

■第２回臨時会議決結果

■第３回臨時会議決結果

総
　
務
　
民
　
生

文
　
教
　
産
　
業

　11 月 29 日に開かれた第３回臨時

会では、新型コロナウイルス感染症

による影響が長期化する中、子育て

世帯を支援する観点から、5 万円の臨

時特別給付金を支給するための所要

の経費を計上する補正予算及び長門

市の特別職、一般職及び議会議員の

期末手当の支給割合の改定に関する

議案が提出され、全て原案のとおり

可決しました。

　改定の内容については、民間給与

との均衡を図るため、期末手当を 0.15

月分引き下げるものです。

９
月
定
例
会
議
案
第
22
号
▼

令
和
２
年
度 

長
門
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

９
月
定
例
会
議
案
第
23
号
▼

令
和
２
年
度 

長
門
市
湯
本
温
泉
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

９
月
定
例
会
議
案
第
24
号
▼

令
和
２
年
度 

長
門
市
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

９
月
定
例
会
議
案
第
25
号
▼

令
和
２
年
度 

長
門
市
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

第３回 臨時会
議案番号 件　　　　名 結果

9 月定例会 21 令和２年度長門市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 22 令和２年度長門市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 23 令和２年度長門市湯本温泉事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 24 令和２年度長門市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 25 令和 2 年度長門市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

議案番号 件　　　　名 結果

1 令和 3 年度長門市一般会計補正予算（第 6 号） 原案可決

2 長門市議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

3 長門市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

４
長門市一般職の職員の給与に関する条例及び長門市一般職

の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
原案可決

期末手当を改定
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区 分 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額

一 般 会 計 25,376,995 24,447,051 929,944

特別会計合計 10,217,163 9,739,022 478,141

合 計 35,594,158 34,186,073 1,408,085

■令和２年度　各会計決算額 （単位：千円）



37 項目の要望を市長に提出

新年度の当初予算に反映を

　令和２年度の決算審査を踏まえ、10 月 22 日の第 2 回臨時会閉会後、予算決算、

総務民生及び文教産業の 3 常任委員会委員長の連名で市長に対して「決算案件に

係る要望的意見」の申し入れを行いました。申し入れでは、要望的意見の趣旨、内

容等を説明し、政策形成への反映について特段の配慮を求めました。

予算決算

委員会

（
１
）
多
子
世
帯
の
第
３
子
以
降

へ
の
助
成
制
度
導
入

育
児
支
援
の
観
点
か
ら
新
た
な
助
成

制
度
の
導
入
や
給
食
費
無
償
化
の
検

討
を
求
め
る
。

（
２
）
子
ど
も
の
貧
困
対
策

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
総
合
的
な
推

進
を
図
る
こ
と
。

（
３
）「
な
が
と
子
ど
も
基
金
」（
仮

称
）
の
設
立

結
婚
・
出
産
・
育
児
の
一
連
の
事
業
を

一
体
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
子
育

て
支
援
に
特
化
し
た
事
業
の
財
源
と

し
て
基
金
の
設
立
を
検
討
す
る
な
ど

財
源
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
４
）
公
園
遊
具
の
点
検
強
化
及

び
改
修

（
５
）
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保

育
）
の
施
設
整
備
と
指
導
員
の
確
保
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子

育

て

支

援

健
　
康   

・   

福
　
祉

（
６
）
応
急
診
療
所
の
運
営

応
急
診
療
所
の
医
師
、
看
護
師
等
の
人

材
確
保
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、
長
門
医
療
圏
域
で
の
専
門
医

の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

（
７
）
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

他
市
の
取
り
組
み
を
研
究
し
、
が
ん
検

診
の
受
診
率
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

（
８
）
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防

対
策

高
齢
者
サ
ロ
ン
等
で
の
栄
養
指
導
な

ど
、
民
間
の
力
を
活
用
し
た
フ
レ
イ

ル
予
防
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

（
９
）
聞
こ
え
の
保
障
と
認
知
症
の

予
防

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
補
助

制
度
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
。

（
10
）
障
害
者
の
就
労
支
援

障
害
者
就
労
支
援
施
設
へ
の
よ
り
一

層
の
発
注
に
努
め
る
こ
と
。

 

経
　
済  

・   

産
　
業  

（
14
）「
な
が
と
Ｌ
ａ
ｂ
」
の
運
営

な
が
と
物
産
合
同
会
社
と
の
連
携
強

化
や
、
施
設
の
あ
り
方
の
検
討
も
含
め

て
目
標
達
成
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
11
）
地
域
公
共
交
通
推
進
事
業

高
齢
者
だ
け
で
な
く
広
く
市
民
へ
の

意
見
の
聞
き
取
り
と
、
き
め
細
や
か

な
周
知
に
努
め
る
こ
と
。

（
12
）
三
隅
地
区
工
場
用
地
整
備

事
業

引
き
続
き
事
業
進
捗
の
努
力
と
管
理

の
徹
底
を
図
ら
れ
た
い
。

（
13
）
企
業
誘
致
・
雇
用
の
確
保

誘
致
の
機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
取
り
組
む
こ
と
。

（
15
）
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型
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の
経
済
支
援



15 2022.2.1　長門市議会だより

生 活 環 境

（27）観光地の整備・清掃の徹底

使用禁止の状態で放置してあるトイレや、破損し

ている案内板等について迅速な対応を求める。

（28）長門湯本温泉観光まちづくり計画

本計画に対して不断に見直しを加える柔軟かつ積

極的な姿勢を共有されたい。

（29）戦略的情報発信事業
本市に合った効果的な方法・媒体の研究と費用対

効果も考慮し訴求力の高い情報発信に努めること。

観 光 振 興

（16）再生可能エネルギーの活用

民間事業者による風力発電事業では、市民の立場

に立って、事業者に情報の公開を求めること。

（17）生活環境の改善

飼い主のいない犬や猫の去勢避妊手術等の活動経

費に対する助成制度の導入を検討されたい。

（18）市道・国道における除草対策の強化

教　育   ・   文　化

（19）教員の働き方改革

働き方の見直し等により、効果的な教育活動が実

施できるよう人的支援、予算措置を要望する。

（20）特別な支援を必要とする子どもたちへ

の支援・連携

（21）いじめ・不登校の対応
いじめ事案の早期発見と未然防止に努め、現場の

教職員に児童生徒が相談しやすい環境づくりと同

時に、信頼関係が保たれるよう努力されたい。

（22）GIGA スクール構想の早期実現

（23）文化財保存活動

各地区の祭りや伝統芸能についての広報活動に努

めること。

（24）金子みすゞ記念館、香月泰男美術館の

運営
長門市歴史民俗資料館（仮称）と連携をとる仕組

みづくりに着手されたい。

情 報 発 信

（32）ホームページの情報発信の強化

新鮮な情報を発信し、見る人にとって魅力的かつ

効果的となるような情報発信に努められたい。

（30）Wi-Fi 環境の整備

公共施設において、特に市民が利用できる会議室

や待合室等のフリースペースに Wi-Fi 環境の整備を

進められたい。

（31）シティプロモーション事業

「ひと」の育成に力点を置いた計画を検討し、さら

に充実を図ること。

行 財 政

（33）職場環境の改善
ワーク・ライフ・バランスを重視した職員の「働

き方改革」の推進など、さらなる職場環境の改善

や充実に努められたい。

（34）財政運営
事業の精査や見直し、一層の歳入確保に努め、持

続可能な財政運営となるよう努めること。

（35）市有財産の利活用

遊休資産（土地等）の売却では利用目的に応じた

柔軟な対応を検討されたい。

（36）市税等の賦課・徴収

新型コロナウイルス感染症による経済的な影響は

長期化し、先行きも不透明であることから、減免

や納税猶予の適用など、個々の実情を考慮し、丁

寧に対応すること。

（26）災害に強いまちづくり

（25）消防団の機能

活動拠点である機庫について、トイレや水道設備

が未整備の箇所については計画的に整備すること。

安　全   ・   安　心
（37）水道料金の改定について

「市民のいのちと生活を守る」観点か

ら水道事業のあり方、料金改定に慎

重な判断を求める。

文教産業

委員会

▲ＩＣＴの活用が進む学校教育現場



▼ 長門市議会は地域住民の多様

な価値観・生活・利害対立につ

いて耳を傾け、自治体と市民と

の信頼関係を戦略的に構築・維

持するために広聴活動を行って

います ▼ その手法としては大き

く二つ。直接御意見を聞く方法

と、アンケート等の調査でいた

だく方法です。直接聞く御意見

委 員 長　　綾 城 美 佳

副委員長　　ひ さ な が 信 也

委　　員　　林 　 哲 也

　 　 　 　 早 川 文 乃

　 　 　 　 田 村 大 治 郎

　 　 　 　 松 岡 秀 樹

　 　 　 　 米 弥 又 由

　 　 　 　 田 中 千 秋

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／議会広報広聴特別委員会

徳永勝己 さん（74 歳）

東深川在住

は具体的で個別性がある一方、

データとしての代表性がなく、

調査でいただく御意見は一定条

件に対する「数」となり、意見

や分布を集約する代表性をもつ

データとなります ▼ 市民との信

頼関係構築に向けて、様々な

方法を模索しながら広聴活動を

行ってまいります。（田村）

山口県長門市議会事務局　　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339 番地 2　TEL 0837-23-1248（直通）  FAX 0837-22-6353  

　　　　　　　　　　　　　HP https://www.city.nagato.yamaguchi.jp/site/gikai/　　Email  gikai.shomu@city.nagato.lg.jp

編集後記

表紙の説明

　昨年長門湯本温泉では、温泉街を流れる音信川を舞台に、童謡詩

人「金子みすゞ」の詩をテーマにした灯りイベント「音信川うたあ

かり」が実施され、市により整備されたライトアップの数々とうた

あかりの照明がベストマッチし、長門湯本温泉の冬の夜を際立たせ

ていました。また、このイベントでは、市内の児童生徒が制作した

数千個の「あかりのうつわ」も設置され、訪れた家族連れなどの来

場者にさらなる感動を与えていました。

　今年も長門湯本温泉では、１月２８日（金）～２月２７日（日）の間、

この感動的な光景を見ることができます。

長門市議会に関してインタビューを行いました

Ｑ議会だよりは読まれていますか。

Ａ  2020 年 12 月定例会より毎回楽しみに観ています。

Ｑ 行政サービスについて御意見はありますか？

Ａ 「行政サービス」は多岐に亘ると思いますが、市民

自体がサービスを受けているという意識が薄いと思

います。然
しか

し、意識しだすと不公平に気づき不満を

持つこともあります。以前市役所に調査依頼をした

際に、初動は誠に早かったのに、その後の確認・連

絡が無く、丸投げされ困ったことがありました。

Ｑ 市政に望むことについてお願いします。

Ａ 市長の云われる「市民のいのちと生活を守る」が市

政の根幹と思いますが、これを実行に移す具体的な

情報を開示されてはどうでしょうか。また、各議員

が一般質問されていますが、質問の方向性が市政に

とって有効であるのか疑問に思うことがあります。

まちの声


